
令和元年10月1日～現 行

10％8％

令和元年10月1日から消費税率が10％（現行8％）になります。

●車検入庫後、車両引渡し（納車）の際の税率適用例

令和元年10月1日

引渡し
（9月28日）

車検のため入庫
（9月24日）

例1：令和元年9月中に入庫、当月中に車検が完了し、引渡した場合【旧税率8％】

※ここで示した事例以外であって、税率適用の判断が難しい場合は、お近くの税務署等にご相談ください。

例3：令和元年9月中に車検の予約があり、10月1日以降に入庫し、10月中に引渡した場合
【新税率10％】

令和元年10月1日

引渡し
（10月4日）

車検のため入庫
（10月1日）

車検の予約
（9月29日）

新税率の適用

新税率は、施行日（10月1日）以降に行われる資産の譲渡等に係るものについて適用されます。
したがって、基本的には、車検や点検整備作業が完了し、ユーザーに車両を引き渡した日

（ユーザーが作業完了を確認し、了承した時）が、施行日以降の場合には新税率が適用されます。
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令和元年10月1日

例2：令和元年9月中に入庫後、車検が完了し、10月1日以降に引渡した場合【新税率10％】

引渡し
（10月2日）

車検のため入庫
（9月29日）

引渡しが10月1日を過ぎる可能性がある場合には、ユーザーに対し、新税率が適用される
ことを入庫時（事前）に説明しましょう。



●消費税を適正に転嫁できない場合、会社の利益を削って消費税を納税することになり、経営を
圧迫することになります。消費税は適正に転嫁することにしましょう。

●総額表示義務：税込価格表示をすることを「総額表示」といい、事業者には一定の場合※を除き総
額表示が義務付けられています。

※一定の場合：「現に表示する価格が税込価格であると誤認されないための措置（誤認防止措
置）」を講じれば、税込価格だけでなく、「税抜価格+消費税額」などの表示を行う
ことも認められます。ただし、消費者への配慮の観点から、事業者はできるだけ
速やかに税込価格（総額表示）を表示するよう努めなければなりません。

◆点検整備料金看板、広告チラシ等（不特定のユーザーを対象とした表示）
これまでどおり総額表示形式とする場合は、令和元年10月以降は消費税率10％を含んだ金額
とする必要があります。

事業者間の取引において、消費税の適正な転嫁が行われるよう、次の行為は「消費税転嫁対策特
別措置法」により禁止されています。
①減額 ②買いたたき ③商品購入・役務（サービス）利用・利益提供の要請
④本体価格（税抜価格）での交渉の拒否 ⑤報復行為

誤認防止措置の具体的な例
①個々の値札等において税抜価格であることを明示する。
値札、チラシ、看板、ポスター、商品カタログ、インターネットのウェブページ等

②店内における掲示等により一括して税抜価格であることを明示する。
個々の値札等においては、「○○円」と税抜価格のみを表示し、それとは別に消費者が商品等
を選択する際に目に留まりやすい位置に、「当店の価格は全て税抜価格となっております」等
と明瞭に表示を行うこと。

①適正な転嫁

②消費税額の表示

●表示の金額は、消費税込価格です。

税額変更に伴って必要な対応等



Ａ：メンテナンスパック料金を預り金や前受金等として処理している場合には、10月1日以降に
メンテナンスパックのプランに含まれている点検整備等を行った時には、税抜価格に対して
消費税率10％が適用されます。
ただし、個々の契約内容や契約した時期などによっては対応が異なりますので、税務署に
相談しておくとよいでしょう。

Ａ：特例によって税抜価格を表示できる期間は令和3年3月31日までです。
なお、特例により税抜価格を表示している事業者であっても、できるだけ速やかに税込価
格を表示（総額表示）していただくという努力義務が設けられています。

Q4：「総額表示義務の特例」による税抜価格表示（外税表示）はいつまでの特例ですか？

消費税率引上げに関する Q&A

Ａ：この場合、請求書の発行の時期は消費税率に影響しないため、消費税率は8％となります。
消費税率は引渡しの日における税率が適用されます。この場合10月1日以前に引渡しが完
了していますので、請求書の発行が10月1日以降になっても8％の消費税率で請求すること
となります。
また、代金の回収時期も消費税率に影響しません。
なお、9月中に引渡しが完了した場合は、その際にユーザーに引渡した事を証明する書面等
（納品書や受領証等）を残しておくとよいでしょう。

Q2：令和元年9月29日に点検整備の依頼を受けて入庫し、点検整備を終了し、9月30日に
ユーザーに引渡し（納車）をしました。その際にユーザーに納品書を交付し、その写し（控え）
に受領印を頂いたが、請求書の発行は10月1日以降になりました。
この場合、適用する消費税率はどうなりますか？
また、代金の回収が10月1日以降の場合はどうなりますか？

Ａ：役務の提供に係る資産の譲渡等の時期は、物の引渡しを要するものにあってはその目的物
（この場合、車検のために入庫した車両）の全部を完成して引き渡した日となります。
この場合、引渡し（ユーザーが作業終了を確認し、了承した時）が10月1日以降となるので、

消費税率は10％が適用されます。
ユーザーとの無用なトラブルを避けるためにも、消費税率10％が適用される可能性があ

る場合には入庫時に説明をしましょう。

Q1：令和元年9月29日に車検のために車両を預かったが、車検作業が完了し、ユーザーに車両
を引渡し（ユーザーが作業終了を確認し、了承した時）できる日が、新税率適用日（令和元年
10月1日）以降となってしまう場合、適用する消費税率はどうなりますか？

消費税率引上げに関して不明な点がある場合は、お近くの税務署等にご相談ください。

Q3：令和元年9月10日に、3年間のメンテナンスパック契約を行うと同時に、当該メンテナンス
パック料金全額を受領していた場合、消費税率の適用はどうなりますか？




